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　　　　　午前９時３０分　　再　会 

○議長（石森靖明君）　おはようございます。 

　　ただいまの出席議員数は18名であります。定足数に達しておりますので、議会は成立いたし

ました。 

　　これより令和７年度柴田町議会12月第２回会議を開きます。 

　　直ちに本日の会議を開きます。 

　　なお、議案等の説明のため、地方自治法第121条の規定により、説明員として町長以下、関

係所管課長等の出席を求めております。 

　　本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。 

　　日程に入ります。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第１　会議録署名議員の指名 

○議長（石森靖明君）　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

　　本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、議長において13番佐々木裕子さ

ん、14番髙橋たい子さんを指名いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第２　開催期間の決定 

○議長（石森靖明君）　日程第２、開催期間の決定の件を議題といたします。 

　　お諮りいたします。12月第２回会議の開催期間については、議会運営委員会の協議の結果、

本日１日と意見が一致いたしました。よって、12月第２回会議の開催期間は本日１日とするこ

とにご異議ありませんか。 

　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ声あり〕 

○議長（石森靖明君）　異議なしと認めます。よって、開催期間は本日１日と決しました。 

　　また、12月第２回会議中、報道関係等の取材を許可しておりますので、ご了承願います。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　日程第３　報告第１９号　専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定める 

　　　　　　　　　　　　　　　　　ことについて） 

○議長（石森靖明君）　日程第３、報告第19号専決処分の報告について報告を求めます。 

　　町長の登壇を許します。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 
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○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました報告第19号専決処分の報告についての報告理

由を申し上げます。 

　　今回の専決処分は、令和７年10月31日、船迫公民館地内において発生した自動車と公用車の

接触事故について、損害賠償額が決定したことによるものであり、地方自治法第180条第１項

の規定に基づく町長の専決処分指定事項第２項の規定により専決処分をしたので報告するもの

です。 

　　詳細については、担当課長が説明いたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　それでは、補足説明をいたします。 

　　報告書の５ページをお開きください。 

　　専決処分書です。 

　　専決処分日は、令和７年12月３日です。 

　　専決処分の内容につきまして説明をいたします。 

　　事故の発生状況につきましては、令和７年10月31日金曜日午前11時50分頃、船迫公民館駐車

場におきまして、公用車を後退させた際に後方の安全確認が不十分であったため、駐車してい

た相手方車両に接触したものです。 

　　１、和解及び損害賠償の相手方につきましては、報告書記載のとおりです。 

　　２、和解の内容及び３、損害賠償の額につきましては、事故の過失割合を町100％とし、町

が相手方に相手方車両の損害額７万1,610円を支払い、相手方はこれ以外の請求をしないこと

で和解が成立したものです。 

　　当該職員及びその上司に対しましては、公用車の安全使用に努めるよう指導するとともに、

再発防止のため、課長等以下全職員に対しましても、公用車の安全使用について再確認するよ

う注意喚起したところであります。 

　　説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　これより議会運営基準により質疑を許します。 

　　質疑回数は１人１回です。質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　質疑なしと認めます。 

　　以上で報告第19号専決処分の報告についてを終結いたします。 
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　　　　　日程第４　議案第５３号　令和７年度柴田町一般会計補正予算 

○議長（石森靖明君）　日程第４、議案第53号令和７年度柴田町一般会計補正予算を議題といた

します。 

　　町長の提案理由の説明を求めます。町長。 

　　　　　〔町長　登壇〕 

○町長（滝口　茂君）　ただいま議題となりました議案第53号令和７年度柴田町一般会計補正予

算についての提案理由を申し上げます。 

　　今回の補正予算につきましては、さきの臨時国会において、国の補正予算が成立したことに

より、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の交付限度額が示されたため、物価高騰対応

に係る経費について追加補正を行うものでございます。 

　　歳入では、今回の補正予算に伴う事業費の財源として、国県支出金について増額補正を行い、

一般財源により措置することとしていた、みやぎ県南中核病院企業団に対する物価高騰に伴う

負担金に物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を充当することから、財政調整基金繰入金

の繰戻しを行います。歳入歳出それぞれ5,679万2,000円を増額し、補正後の予算総額は171億

859万9,000円となります。 

　　詳細につきましては担当課長が説明いたしますので、原案のとおり可決くださいますようお

願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　補足説明を求めます。財政課長。 

○財政課長（大山　薫君）　それでは、補足説明をいたします。 

　　議案書３ページをお開きください。 

　　議案第53号令和７年度柴田町一般会計補正予算です。 

　　町長が申し上げました提案理由のとおり、歳入歳出予算の増額補正を行うものです。 

　　次に、議案第53号関係資料をご覧ください。 

　　１ページをご覧ください。 

　　Ⅰ、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業です。さきの臨時国会において、12月16

日に国の補正予算が成立し、正式に物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の交付限度額が

通知されました。 

　　右上の表をご覧ください。 

　　総事業費、補助対象事業費は４億1,430万円。右側の財源内訳ですが、12月会議の追加議案

として提出し12月12日に議決いただいた一般会計補正予算では、国からの交付限度額を３億
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2,095万4,000円と見込んでおりました。今回、国から正式に示された交付限度額は6,435万

8,000円増の３億8,531万2,000円となりました。このことから、12月12日に提案しました物価

高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用する（１）推奨事業メニュー分５事業に、今回新

たに２事業を追加し、計７事業を実施計画に盛り込むものです。 

　　中央の表をご覧ください。 

　　①町民への食料品券配布事業から⑤交通事業者支援事業までの事業については、12月12日に

お示しした内容からの変更はありません。 

　　次に、２ページをお開きください。 

　　今回追加する２事業になります。 

　　⑥社会生活サポート事業者支援事業です。地域の医療施設及び介護サービス事業所等にエネ

ルギー等価格高騰分を支援するものです。事業費は4,589万9,000円となります。 

　　⑦低所得世帯物価高騰対策事業です。低所得世帯に対して、１世帯当たり１万円の給付金を

支給するものです。事業費は4,069万1,000円となります。 

　　なお、低所得世帯支援事業を行う市町村への支援として、給付金と事務費の一部について宮

城県から補助金が交付されることになります。１ページの右上の表にありますが、県からの交

付限度額は1,574万円を見込んでおります。 

　　次に、３ページをお開きください。 

　　Ⅱ、物価高対応子育て応援手当については、12月12日にお示しした内容からの変更はありま

せん。 

　　次に、低所得ひとり親世帯生活支援事業325万2,000円について、（１）県の補助金活用分と

して今回追加するものです。①低所得ひとり親家庭への生活支援給付金事業です。児童扶養手

当受給者世帯へ、１世帯当たり１万円を支給するものです。 

　　なお、低所得のひとり親世帯支援事業を行う市町村への支援として、事業費の全額が県補助

金として措置されることになります。 

　　それでは、議案書に戻りまして、６ページをお開きください。 

　　歳入歳出補正予算事項別明細書。 

　　２、歳入です。 

　　16款２項１目総務費国庫補助金6,435万8,000円の増は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金の交付限度額の正式な通知によるものです。 

　　その下、17款２項２目民生費補助金1,899万2,000円の増は、低所得世帯物価高騰対策事業補
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助金1,574万円及び低所得ひとり親世帯生活支援事業補助金325万2,000円を補正計上すること

によるものです。 

　　次の20款１項２目基金繰入金2,655万8,000円の減は、今回、国県補助金の増額補正となるこ

とから、既決予算で各事業への補正財源としていた一般財源について、財政調整基金へ繰戻し

するものです。これにより、財政調整基金の残高は約12億4,100万円となります。 

　　７ページをお開きください。 

　　３、歳出です。主なものについて説明いたします。 

　　２款１項11目物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業費5,354万円の増は、新たに２

つの事業費を計上したことによるものです。 

　　表の右側、説明欄の事業内訳をご覧ください。 

　　先ほど説明しました追加する２つの事業について記載してございます。それぞれの事業費の

内訳、積算根拠につきましては、先ほど議案第53号関係資料によりお示しした内容になります

ので、説明は省略させていただきます。 

　　３款２項１目児童福祉総務費325万2,000円の増は、低所得ひとり親家庭への生活支援給付金

事業に要する経費を計上するものです。対象となる世帯数を300世帯と見込み計上しておりま

す。 

　　８ページをお開きください。 

　　４款１項４目健康推進総務費、補正額はゼロですが、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金による社会生活サポート事業者支援事業として、みやぎ県南中核病院の追加負担金3,305

万円に対し国庫支出金3,305万円を充当し、一般財源を同額減とする財源の組替えを行うもの

です。 

　　説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（石森靖明君）　これより質疑に入ります。質疑ありませんか。６番小田部峰之君。 

○６番（小田部峰之君）　６番小田部峰之です。 

　　関係資料２ページの新しい事業、医療関係、介護施設への支援ですが、各法人の支給額を決

めた基準をお伺いします。 

　　それから、次の低所得世帯、非課税世帯を対象にしていますけれども、その非課税世帯へ該

当しない層への手当をどう考えるのかお伺いいたします。 

　　以上２点です。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。健康推進課長。 
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○健康推進課長（佐藤正人君）　それでは、まず医療関係の積算の基準ということでしたが、近

隣の自治体の情報を参考にするとともに、令和７年11月28日付事務連絡、厚生労働省の医政局

総務課ほか２課からの連名で、「医療・介護等支援パッケージ」及び「重点支援地方交付金」

の双方の活用についてという事務連絡が発出されております。その中で、令和６年度補正の重

点支援地方交付金の際に、ほか自治体で行われた支援事業の補助額の実績値と優良な活用事例

というのが示されておりますので、そちらも参考にさせていただいたところでございます。 

○議長（石森靖明君）　次に、福祉課長。 

○福祉課長（三浦英明君）　介護事業所及び障害支援事業所に対する補助基準でございますが、

これにつきましては令和５年度に一度同種の事業を実施しております。その際の補助基準を参

考にしているということと、それから県でもここ数年、こういった物価対策の補助事業を実施

しておりましたので、その辺の金額を参考にさせていただきました。 

　　２点目の課税世帯への支援ということでございますけれども、現時点では物価高騰というこ

ともございますので、まずは非課税世帯の方に対する給付ということで、課税世帯に関しまし

ては今後検討していくようになるのかなと思いますが、いずれにしてもこの辺は国の動向を見

ながらということになるかと思います。 

　　以上でございます。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。どうぞ。 

○６番（小田部峰之君）　医療機関への基準なんですけれども、光熱費や燃料費の高騰分の実績

に基づいているのかなと思ったんですけれども、そういうものではないんですね。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。健康推進課長。 

○健康推進課長（佐藤正人君）　議員おっしゃるとおり、実績ではございません。ただ、医療機

関の現状というのが、報道等でもご承知だと思いますが、経常利益、病院については62.2％が

赤字と、そういう報道がございますので、それに沿ったものでございます。 

○議長（石森靖明君）　再々質疑ありますか。（「ないです」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。16番白内恵美子さん。 

○16番（白内恵美子君）　白内です。 

　　関係資料の２ページ、⑥のみやぎ県南中核病院、追加負担金として3,305万円で、財源の組

替えを行っているんですけれども、12月会議の補正予算のみやぎ県南中核病院企業団負担金は

3,312万7,000円なんですね。この差額は何なんでしょうか。 

○議長（石森靖明君）　答弁を求めます。健康推進課長。 
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○健康推進課長（佐藤正人君）　こちらの中核病院の差額の分につきましては、企業債の借換え

などの利率の変更があって、その分の補正予算を計上したところでございます。 

○議長（石森靖明君）　再質疑ありますか。（「ないです」の声あり） 

　　ほかに質疑ありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　これをもって質疑を終結いたします。 

　　これより討論に入ります。討論はありませんか。 

　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石森靖明君）　討論なしと認めます。 

　　これより議案第53号令和７年度柴田町一般会計補正予算の採決を行います。 

　　お諮りいたします。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

　　　　　〔賛成者起立〕 

○議長（石森靖明君）　起立総員であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

　　12月第２回会議に付された事件は全て終了しました。 

　　これで本日の会議を閉じます。 

　　これをもって令和７年度柴田町議会12月第２回会議を閉じます。 

　　ご苦労さまでした。 

　　　　　午前９時５０分　　休　会 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　上記会議の経過は、事務局長鹿又博文が記載したものであるが、その内容に相違ないことを

証するためここに署名する。 

　　令和７年１２月２３日 

 

　　　　　　　　　議　　長　　　　　石　森　靖　明 

 

　　　　　　　　　署名議員　１３番　佐々木　裕　子 

 

　　　　　　　　　署名議員　１４番　髙　橋　たい子 


